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ファッションと都市空間

水谷由美子

こん にち見 られる よ うな,都 市 空 間への

フ ァ ッシ ョンの広 範囲 な浸 透 は,そ う古 い

こ とで は ない 。都 市 の 風 景 は,装 わ れ た

人 々 を効 果 的 に取 り込 む こ とに よって,自

らを差異 化 しよ うと して い るよ うで あ る。

す で に世 界 の フ ァ ッシ ョン5大 都 市 と呼 ば

れるパ リ,ロ ン ドン,ミ ラ ノ,ニ ュー ヨー

クそ して 東 京 とい う都 市 単 位 で の フ ァッ

シ ョンが,個 性化 されて い る。 これ らの都

市 に は知 名 度の 高い フ ァッシ ョンス トリー

トが あ り,そ れ らが分 岐 して世 界の各 地域

に個 性豊 か な フ ァ ッシ ョン化空 間が,街 と

して通 りと して 現れ始 め て いる。 こ う した

地域性 を背 景 とす る イメー ジが フ ァ ッシ ョ

ンに反 映 され て きたの は,メ デ ィアの発 達

に負 うところが 大 きい と考 え られ る。

専 門家か ら一 般 の人 々 までフ ァッシ ョン

情 報 の発 信 源 と して,オ ー ト ・クチ ュール

や プ レタ ・ポ ル テな どの コ レクシ ョンのみ

に依存 す る傾 向か ら,街 で実 際 に装 わ れて

い る服 装 に注 目す る視点 が,'1980年 代 の後

半以 降,顕 著 に な・って きて い る。 その きっ

か け を作 っ た原 因 の一 つ は,「 ア ン ア ン」

や 「ノン ノ」 に代表 され る ように,デ ザ イ

ナ ーや コーデ ィネイ ター の思惑 とは別 に,

街行 くわ か もの の姿 を都 市 ごとに紹介 し,・

都市 空間 におけ るフ ァ ッシ ョンの地域 性 を

重視 す る雑誌 編集 に よ る もので あ る。 これ

は作 り手 と受 け手 の情 報 の相互浸 透 を果 し

て きた。 メデ ィア に よって吸引 され たふつ

うの わか ものが,個 々の ラ イフス タイ ルや

価値 観 を フ ァ ッシ ョンで体 現す べ く,群 が

り歩 く。 そ こで創 り出す装 いが フ ァッシ ョ

ンの最先 端 を映す 鏡 と して注 目され て,ス

トリー トフ ァ ッシ ョンの具体 的な イメ ージ

を提 供 して い る。 この結果,フ ァ ッシ ョン

の生 起 の源点 が多 様化 し,中 で も装 う個 人

の生 活 と環境 へ の眼差 しが 向 け られ て きた

の は特徴 的 で ある。

ス トリー トフ ァ ッシ ョンは1960年 代 の ロ

ン ドンのわ か ものが体 制に 反旗 を翻 す形 で

先 導 し始め た が,こ ん にちで は街 や通 りの

単 位で 見 られ る フ ァッシ ョン と考 えで よい

だ ろ う。 ミニ ・ス カー トが,オ ー ト ・ク

チ ュール に まで影響 し世 界的 な流行 を生 ん

だ こ とは,デ ザ イナー優先 型 の フ ァ ッシ ョ

ンの構 造 に,新 た な方 向 を投 げか けた メル

クマ ール ともい える。 フ ァ ッシ ョンの創 造

にお いて,ス トリー トフ ァ ッシ ョンが街 と

結 びつ い て,も う一 つ の価 値 の発信 源 た り

得 るこ とを示 して いる。 この ことか ら もス

トリー トフ ァ ッシ ョ ン を オ ル ター ナ テ ィ

ヴ ・フ ァッシ ョ ンとと らえ,新 たな概 念 と

して認 識す る必要性 が ある。

こ こで は街 や通 りで の人 々のパ フ ォーマ

ンスが,フ ァ ッシ ョン と都市 空 間 を媒介 し

て,個 々の場 所 や時間 に固有 の 関係 を形 成

す るた めに機 能 し,ス トリニ トフ ァッシ ョ

ンを生 み出す と位 置づ け る。パ フ ォーマ ン

スに は人々 の積極 的 な 自己 表現 か ら何 気 な

い身振 り,仕 草 まで も含め るが,意 識 的,

無 意識 的の どち らに しろ,都 市 にお いて誰

も社会 的 な意 味 か らの がれ られな い点で は

表 現者 となる。
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本 発表 は,以 上 の ように都市 空 間 を往 来

す る人 々 をパ フ ォーマ ー とと らえ,フ ァ ッ

シ ョンの創 造 にお いて個 人 の 日常 的 な装い

に見 られ る創造 性 を重視 す る観 点 に立 って,

具体 的 な都市 の事例 と して渋谷 につ いて考

察 した もので あ る。

今 日的な フ ァ ッシ ョン街 とは,都 市 の繁

華街 が再 開発 された り,住 宅 街 や オフ ィス

街 あ るい は工場 や空 き地 などに フ ァッシ ョ

ン ビルや ブテ ィ ックな どが進 出 して生 起す

る。 また建築 や街並 み の環境 が 区域 や通 り

の パ ブ リ ック ・イ メージ を変化 させ なが ら

空 間 のイ メー ジを生成 し,そ の 街 に特 徴づ

け られた フ ァ ッシ ョンとその装 いが 見 られ

る空 間 とい うこ とが で きる。

渋谷 で は商 店街,大 企業 さ らに区の行 政

が 担 い手 とな って,繁 華街 の再 開発 と拡 張,

さ らに繁華街 と住宅街 との連携 的 な開発 と

い う物 理 的 な 整 備 が,都 市空 間 の フ ァ ッ

シ ョン化 の環境 を提 供 した。具 体 的 には ま

ず パ ル コの開店(1973年)と そ れに と もな

う公 園通 り,通 称 ヴ ィア ・パ ル コの命 名 と

道路 の物 理的 な整備 には じまる。 名前 が抱

かせ るイ メージ をカ ラー舗装,並 木,ス ト

リー ト ・フ ァーニ チ ャー(電 話 ボ ックス,

街灯,彫 刻 な ど)な どで よ り具体 化 した。

こ う した試 み は現 在 では 旧来 か らの 繁華街

で あ る道玄坂 や宮 益坂 さ らに東 急本 店通 り

へ と拡 大 されて い る。 さ らに行 政 の企画 に

よ る散 策路基 本構 想(1982--1989年)の も

とに美 術館 ル ー トが で きて,渋 谷 の街路 は

人 々が歩 き巡 るた めの環境 が整 備 され て き

た。

一 方で
,パ ル コが 情報発 信基 地 と して機

能す るこ とに よって,こ れ に答 え るよ うに

わ か ものが集 ま り,歩 く人が 美 し く見 え る

この街 路 の空 間が ぴ フ ォーマ ンス の舞台 と

な った こ とが重要 な出来事 で あ る。 大道 芸

や イ ベ ン ト も盛 ん に 行 わ れ,街 路 は パ

フ ォーマ テ ィ ヴな状 況が 盛 り上 が りを見 せ,

「見 る」,「見 られ る」 関係 が 際立 て られ る。

表 通 りに と どま らず,あ ち こちの路地 へ

とわ か もの が練 り歩 く通 りが拡 大 され,

個 々の通 りは集 ま る人 々の年齢 層 や タ イプ

で 個 性 化 して い る。 か つ て の 歓 楽 街 が

フ ァ ッシ ョンス トリー トへ と変貌 した り,

真新 しい ビル と隣 り合 わせ に歓楽 街が 同居

してい た り,渋 谷 は現代 の フ ァ ッシ ョン性

と歴 史 的な猥 雑性 との微 妙 なバ ラ ンス をは

らんで い る。 これが渋谷 の顔 を多 様 に し,

魅 力 を豊 か に してい るの だが,個 々の通 り

の 空 間の イメ ージ は群 れ歩 く人 々の フ ァッ

シ ョ ンが拡 大投影 された もので あ る。1980

年代 の後半 か ら渋 谷 を舞 台に活動 す る わか

もの の フ ァ ッシ ョ ンを称 して,「 シブ カジ」

が メデ ィアで宣伝 されて きた。 これに よっ

て渋谷 はフ ァッシ ョン都 市 と して街 単位,

あ るい は通 りの単位 で全 国的 な知 名度 を得

て いる。 渋谷 は この20年 間 フ ァ ッシ ョンの

発 信 力 を ます ます 誇示 し続 けてい る。

以 上,渋 谷 を事 例 と してオ ルタ ーナテ ィ

ヴ ・フ ァ ッシ ョンの生起 につ い て検討 した

が,フ ァ ッシ ョンの創 造 にお ける作 り手 と

受 け手 との コ ミュニ ケ ーシ ョンの 関係 か ら,

ス トリー トフ ァッシ ョンの役 割 と意 味 を今

後 さ らに検 討す る必要 が あ る と考 え る。、

(みずたに・ゆみこ 成安女子短期大学)
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